
学校番号 ３００７ 

令和２年度 工業科（メカトロニクス系） 

教科 工業 科目 電子情報技術 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 実教「工業３５９電子情報技術」 

副教材 プリント（本校作成） 

１．担当者からのメッセージ（学習方法等） 

高度情報通信社会を踏まえ、電子技術に関する応用技術としてコンピュータのハードウェアをはじめ、ソフトウェア、ネットワークシス

テム、コンピュータ制御などの基礎的な知識と技術を総合的に習得し、実際に活用する能力と態度の育成を目的とする。そして IT の進

展によって、人々が夢を叶え、豊かな人生を享受できる社会を目指して欲しい。 

２．学習の到達目標 

コンピュータ内部での情報の取り扱い、コンピュータを構成する基本的な電子回路、さらに周辺装置といったコンピュータシステム構成

要素などのハードウェアについて理解する。その上で、コンピュータの利用技術であるプログラミングについてハードウェアに適したア

センブリ言語とコンパイラ言語で汎用性の高いＣ言語を用いた制御プログラムについて学習する。さらにコンピュータを用いた通信技術

（ネットワーク・通信）について理解を深める。それと同時に、多用かされてきているマルチメディア環境について学ぶことにより、高

度情報通信社会や生活文化におけるコンピュータ技術の意義や役割を理解し、コンピュータ技術に関する諸問題の適切な解決を目指し広

い視野から考え、創意工夫する能力を身につける。 

３．学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a. 関心・意欲・態度 b. 思考・判断・表現 c. 技能 d. 知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・電子回路に興味・関心をも

っている。 

・ハードウェアやソフトウェ

アに関する学習に取り組み、

活用する意欲をもっている。 

・コンピュータを利用した電

子情報技術に興味・関心をも

っている。 

・電子回路、コンピュータ技

術の総合的な活用について

論理的に思考・判断し、説明

できる。 

・基礎知識を正確に理解し、

発展的な考え方ができ、設計

ができる。 

・論理回路の設計の技能を身に

つけている。 

・プログラミングの技能を身に

つけている。 

・電子情報技術の各要素を総合

的に結びつけて活用できる技

能を身につけている。 

・電子回路に関する知識を身

につけている。 

・ハードウェアに関する知識

を身につけている。 

・ソフトウェアに関する知識

を身につけている。 

・コンピュータ制御技術や電

子情報技術に関する基礎知識

を身につけている。 

評
価
方
法 

１）携帯電話やコンピュータ

など、現代のエレクトロニク

ス技術の発展の歴史について

レポートを課して、その内容

や提出状況での評価。 

２）授業中の問いかけに対す

る応答の状況や、演習につい

て、黒板で積極的に解答する

などの姿勢での評価。 

１）コンピュータに使われて

いる基礎的な電子回路につ

いて、応用演習問題の解答状

況と提出状況での評価。 

２）演習問題での解答内容

で、理解度と知識の深さでの

評価。 

１）論理回路の設計演習の解答

内容と提出状況での評価。 

２）プログラミングの演習での

アルゴリズムの作成状況や、提

出状況での評価。 

３）各演習での解答に、創意工

夫が見られるかの評価。 

１）定期考査（年間5回実施）

の結果をもとに学習の内容の

理解度、定着度を評価。 

２）授業時のノートを提出し

てもらい、内容や整理の状況

についての評価。 

上に示す観点に基いて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に 5 段階の評価にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４．学習の活動 

学
期 

単
元 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 

a. b. c. d. 

１
学
期 

情
報
の
表
し
方 

１．アナログと

ディジタル 
○    

a:身の回りのアナログ・ディジタル情報について関心と考察しよ

うとする意欲をもち、学習態度は真剣である。10 進数、2 進数、

16 進数などの基数変換などに関心をもち、ビット・バイト・ワ

ードなどの用語、固定小数点表示、浮動小数点表示、JIS コード

などについて意欲的に学習に取り組む。 

b: 2 進数、10 進数、16 進数について考察し、n 進数について説

明できる。コンピュータ内部での情報の取扱いについて理解し、

2 進数が使われている理由などを考察し説明できる。 

c:・基数変換や 2 進数の演算の技能を身につけている。コンピュ

ータ内部での数値や文字コードを表現する技能を身につけてい

る。 

d: 数の表し方を理解し、２進数、１０進数、１６進数に関する

知識を身につけている。２進数の四則演算について理解できる。

文字をコンピュータで扱うにはコードという概念が必要になる

ということについて理解できる。 

授業観察 

 

定期考査 

 

演習問題 

 

ノート提

出 

 

出席状況 

２．数の表し方  ○   

３．２進数の演

算 
   ○ 

４．情報の表し

方 
 ○   

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
電
子
回
路 

１．電子回路の

基礎 
○ ○   

a:各種論理回路（ＡＮＤ、ＯＲ、ＮＯＴ、ＮＡＮＤ、ＮＯＲ、

EX-OR）、エンコーダとデコーダ、フリップフロップなど電子回

路に関心をもち、ブール代数、論理回路の設計などについて意欲

的に学習に取り組む。 

b:基本論理回路を用いて組合せ論理回路が構成されていることを

考察でき、設計できる。各種のフリップフロップを用いて、レジ

スタやカウンタを構成し、それらが正しく動作するか考察でき

る。 

c: 与えられた条件を満たす論理回路を設計するため、真理値表

の作成、論理式の導出、ブール代数やカルノー図を用いた論理式

の簡単化、論理回路の設計などが正しく行える技能を習得してい

る。ＲＳ－ＦＦ、ＪＫ－ＦＦ、Ｄ－ＦＦ、Ｔ－ＦＦ、カウンタ、

レジスタなどの動作を示すタイムチャートを描く技能を習得し

ている。 

d: 基本的な論理回路および論理代数について理解できる。論理

式の簡単化を行うためのカルノー図に関する知識が身について

いる。各種フリップフロップの図記号、真理値表、タイムチャー

トについて理解できる。 

４ビット２進数加算回路および減算回路の動作が理解できる。 

授業観察 

 

定期考査 

 

演習問題 

 

ノート提

出 

 

出席状況 

２．論理回路と

論理式 
  ○ ○ 

３．フリップフ

ロップとその

応用 

   ○ 



コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
機
能
と
構
成 

１．マイクロプ

ロセッサと処

理装置 

   ○ 

a: 各種のコンピュータ、コンピュータの構成などに関心をもち、

主記憶装置の特徴、記憶容量、動作速度、各種の補助記憶装置の

構造と特徴および各種の入出力装置の構造と特徴などについて、

意欲的に学習に取り組む。 

b:大きさや形状の異なるコンピュータも、基本的な構成が同じで

あることを考察し説明できる。主記憶装置に利用されるメモリを

分類し、目的に応じたメモリが選択できる。補助記憶装置の分類

ができ、目的に応じた補助記憶装置が選択できる。各種の入出力

装置のしくみや働きを理解し、適切な入出力装置が選択できる。 

c: 補助記憶装置を正しく取り扱う技能を身につけている。入出

力装置を正しく取り扱う技能を身につけている。 

d: 処理装置、演算装置、制御装置の構成と働きが理解できる。

磁気ディスク装置、ＣＤ装置、ＤＶＤ装置などの構成や特徴が理

解できる。キーボード、イメージスキャナ、マウス、タッチパネ

ル、プリンタなどの構成や特徴について理解できる。 

授業観察 

 

定期考査 

 

演習問題 

 

ノート提

出 

 

出席状況 

２．主記憶装置  ○   

３．補助記憶装

置 
  ○  

４．入出力装置    ○ 

２
学
期 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

１．プログラミ

ング 

の基礎 

○   ○ 

a:プログラム言語の概要、流れ図およびプログラムの基本的な構

造などに関心をもち、ハードウェアに適した言語として、アセン

ブリ言語の書式とプログラミング、高水準言語として、Ｃによる

プログラムのつくり方などについて、意欲的に学習に取り組み、

学習態度は真剣である。 

b:構造化プログラムの必要性について考察し、説明できる。処理

の概要を流れ図で表現し、アセンブリ言語や C による簡単なプロ

グラムとその流れ図の対応関係について考察できる。変数にアド

レス値を代入し、そのアドレスにより間接的にあるデータを指示

できるというポインタの働きについて考察できる。 

c:与えられたプログラム作成内容について、順次構造・選択構造・

繰返し構造などを用いた流れ図を描く技能を習得している。基本

的な処理をアセンブリ言語や C でプログラムを作成する技能を

習得している。与えられた問題に適合するＣプログラム作成技能

を習得している。 

d:プログラム言語の分類として、機械語・アセンブリ言語・高水

準言語があり、高水準言語にＣやＢＡＳＩＣがあることが理解で

きる。流れ図の基本が理解できている。アセンブリ言語の書式、

機械語命令、宣言、マクロ命令、アドレス修飾などの知識が身に

ついている。Ｃの特徴として、書式と文字、定数、式と変数、演

算子などが理解できる。Ｃプログラムに使われる選択、繰返し、

一次元配列、文字配列、ポインタなどについて理解できる。 

授業観察 

 

定期考査 

 

演習問題 

 

ノート提

出 

 

出席状況 

２．アセンブリ

言語 
 ○   

３．C によるプ

ログラム 
 ○   



コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
制
御
の
概
要 

１．コンピュー

タ制御の概要 
○    

a: 身の回りのコンピュータ制御について興味をもち、しくみを

考察しようとする意欲があり、学習態度は真剣である。コンピュ

ータ制御に必要なワンチップマイコンとセンサ、アクチュエータ

や、それらのインタフェースに興味をもち、意欲的に学習に取り 

組む。 

b: 身の回りのコンピュータ制御について調査し、しくみを考察

し発表できる。センサやアクチュエータと人の機能の関連につい

て考察し、説明できる。ワンチップマイコンのプログラミング方

法を理解し、適切なプログラミングができる。 

c: ワンチップマイコンとセンサ・アクチュエータや、それらの

インタフェースを適切に選択し、コンピュータ制御システムを設

計する技能を習得している。ワンチップマイコンをアセンブリ言

語や C で動作させるプログラミングの技能を習得している。 

d:身の回りのコンピュータ制御について理解できる。組込み技術

について理解できる。センサ・アクチュエータのしくみや働きを

理解している。インタフェースや増幅などのための電子回路につ

いて理解している。アセンブリ言語によるプログラミングを理解

している。C によるプログラミングを理解している。 

授業観察 

 

定期考査 

 

演習問題 

 

ノート提

出 

 

出席状況 

２．インタフェ

ース 
   ○ 

３．センサとア

クチュエータ 
   ○ 

４．制御用ワン

チップマイコ

ン 

○ ○   

３
学
期 

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
利
用
と
電
子
情
報
技
術 

１．オペレーテ

ィングシステ

ム 

○    

a: ＯＳの働き、ＯＳの種類、ＯＳの構成、各種の制御プログラ

ムなどに関心をもち、集中処理・分散処理などのコンピュータの

配置形態、ＬＡＮ、ＷＡＮなどのネットワークシステム、マルチ

メディアの定義、データ圧縮技術、データの暗号化などについて、

意欲的に学習に取り組む、 

b:ＯＳの必要性がソフトウェアとハードウェアとの関連で考察

し、説明できる。ネットワークの構成を考察でき、簡単なネット

ワークの設計ができる。マルチメディアを利用するには、情報の

ディジタル化技術、データの圧縮技術、記録保存技術、伝送技術、

かぎ暗号技術など多くの技術が必要であることが考察できる。 

c: OS の特徴について理解し、OS を操作する技能を習得してい

る。インターネットを利用して必要な情報を収集し活用する技能

を習得している。マルチメディアを利用して、情報を活用する技

能を習得している。 

d:ＯＳの構成について理解できる。各種のコンピュータ処理形態の特

徴について理解できる。ＬＡＮ、ＷＡＮ、インターネットの概要およびネ

ットワークに必要な装置、パケット交換網などについて理解できる。マ

ルチメディアという用語の定義には、双方向処理が重要な要素である

ことが理解できる。 

授業観察 

 

定期考査 

 

演習問題 

 

ノート提

出 

 

出席状況 

２．コンピュー

タの処理形態 
   ○ 

３．コンピュー

タネットワー

ク 

 ○   

４．マルチメデ

ィアと電子情

報技術 

  ○  

 


